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卵子提供・代理出産で家族をつくる 

 

 

 
 



   
 

 
 

 

清⽔直⼦ Shimizu Naoko 

「⽣殖医療の進歩は選択肢を広げる:  

代理出産/卵⼦ドナー/精⼦ドナー」 

 
 

⽇本にもグローバル化の波が押し寄せており、多様性を容認するような雰囲
気が以前よりも増している。過去には社会的に容認されにくかった様々な選択
肢が、当事者の意思によって広がりつつある。精⼦や卵⼦の提供、代理出産とい
った治療は、歴史が浅く⽇本では馴染みがなく情報が少なかったこと、⽇本の閉
鎖的な環境から受け⼊れられなかったが、次第に、⽅法論の広がりを受け⼊れる
観念が広がってきたことにより選択肢として考えられるようになってきている。 
代理出産に関しては、当⽅法論使⽤以外には⼦を授かることが難しいケースの
患者にとっては有効な⽅法である。近年までは、新興諸国で低廉な価格で依頼す
ることが可能だったため、依頼者が世界中から殺到し、利⽤していたが多くの社



   
 

会問題が発⽣したことから代理出産を制限したり、禁⽌する法律が多くの国で
設定された。現在は⽶国と東ヨーロッパなどの国々が受け⼊れ可能だが、費⽤⾯
で⼿が届くプログラ代理出産プログラムは、次第に選択肢が少なくなってきて
いるのが現状である。代理出産のプロセスは複雑で様々なリスクを孕んでおり、
国外での治療に際しては、依然として正確な情報収拾は⽋かせない。⼀⽅、配偶
者卵⼦提供に関しては、匿名性が⾼いため、依頼者が選択したドナーと実際に提
供される卵⼦の同⼀性が保証される環境で⾏われるのが望ましい。 

卵⼦提供や代理出産などの第 3 者介⼊の⽣殖医療のコンサルタントに関わっ
て 10 年近くが経過し、当コンサルテーションも第 1 次世代から第 2 次世代へと
移⾏してきている。第⼀次世代で第 3 者介⼊の⽣殖医療から誕⽣した⼦供たち
が学校へ上がり、学校での諸々の公的登録や書類を⼦供が⽬にする時期に⼊っ
てきた。第⼀次世代で⼦を授かった親たちは、これをどう説明するか、が新たな
問題として浮上している。第 3 者介⼊の⽣殖医療を利⽤してなんとしても⼦を
授かりたい、としていた時期が過ぎ、⼦の成⻑ともに、当初、考えもしなかった
重要な課題である。 

近年、アメリカでは祖先を知るため等の⽬的で新しい遺伝⼦検査の商品が市
場に出てきた。⾃分のルーツを知りたい、とこのサービスを利⽤する⼈が急増し
ている。これらの遺伝⼦検査の結果を⾒れば、配偶⼦提供の利⽤は、⼀⽬瞭然で
あるため⼦どもをもうける時点では、当事者にとって切実な願いでそのことに
集中しがちであるが、「その先」の問題として、⼦への告知をどのように考える
かは親にとって避けては通れない道である。 

 
 



   
 

 
 

 
 

 

 



   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   
 

⽇⽐野由利 Yuri Hibino 

「卵⼦ドナー、代理⺟、依頼親、⼦どもたちのコミュニティ」 

 
 配偶⼦提供や代理出産は、技術的には難しいものではない。しかし、第三者
が関わるという点で、⼼理的・社会的にどうしても難しい問題がつきまとう。精
⼦・卵⼦提供であれば、ドナーと⼦どもの間には遺伝的関係が⽣じ、ドナーは⼦
の遺伝形質に 50%の影響を与える。⼀⽅、産みの関係も⾒えにくいが同様のこ
とが⽣じる。胎内環境は出⽣後も⼦の⼼⾝に影響を与えている。こうした特性を
考慮すると、⽣殖に関わった第三者の存在を、完全に消すことは不可能である。
さらに近年、「出⾃を知る権利」が周知されるようになり、出⽣に関わるこの重
要な事実を(最も主要な当事者である⼦に対して)秘匿し続けることは、倫理的で
はないという⾒⽅も⾼まっている。現在、配偶⼦提供や代理出産は、商業的な形
態が主流となっており、エージェントが介在することによって、両者は隔てら
れ、ブロセスが終了した後は、依頼者の脳裏から第三者の貢献が忘れ去られがち
である。卵⼦提供や代理出産を単なる商⾏為や契約関係としではなく、⼈間関係
のなかで⾏われる⾏為として捉える必要がある。オープンな考え⽅を取り⼊れ、
依頼者家族とドナーや代理⺟が交流することは、⼦の出⾃を知る権利を承認し、
⼦の誕⽣に関わった⼈々への敬意を⽰すことを意味する。その結果、配偶⼦提供
や代理出産に関わるスティグマが取り除かれ、依頼親にとっても良いフィード
バックが期待できると思われる。 
 
 



   
 

 
 

 

 



   
 

 

 
                  (まとめ ⽇⽐野由利, HIBINO yuri) 


